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2017 年１月，米国でトランプ政権が誕生し，
ロシアでは冷えこんだ対米関係の再構築に期待
感が高まっている。しかし西側諸国との対立の
火種となった 2014 年のウクライナ危機，ロシ
アによる一方的なクリミア編入に関する問題解
決の道のりは険しい。このため，西側諸国から
受けている対ロシア経済制裁解除の可能性も楽
観視できないだろう。

他方，ロシア政府はこの状況下，経済的にも
外国からの干渉に影響されない「経済的主権」
の確立に動いている。具体的には，輸入依存度
を下げて国産を振興する輸入代替政策を展開し
始めた。企業の生産投資に対する行政による金
銭的支援や優遇措置提供，公共調達
での外国製品に対する参入制限
などを実施している。また，
食品分野では，西側諸国の経
済制裁への対抗措置として，
2014 年８月から EU，米国，
カナダ，オーストラリア，ノ
ルウェー産などの特定の農産
品の輸入を停止した。

輸入代替が比較的進んだとされる産
業の１つとして，食品，特に食肉産業が挙げら
れる。上述の輸入停止措置の対象には食肉製品
も含まれる。ロシアの景気が冴えないなか，
2016 年の牛肉，鶏肉，豚肉の国内生産量は，
それぞれ前年比 6.1％増，13.8％増，2.8％増を
記録，いずれも２年連続で増加した。生産量だ
けでなく，ロシア企業は高品質の食肉を供給で
きる体制も整え始めた。これまでロシアの牛肉
は肉質が硬く，煮込み料理向けというイメージ
が強かったが，食肉生産大手のミラトルグはア
バディーン・アンガス種の牛を導入し，ステー
キで楽しめる牛肉を供給し始めた。同社は欧州
でも有数の規模となる牧場を有する。

ミラトルグ含めロシアの食肉生産業者は海外
市場開拓に意欲的で，日本市場も視野に入れて
いる。ロシアの連邦動植物検疫局の発表（2016
年 12 月 15 日）によると，ミラトルグの子会社
とロシア極東の食肉大手ラチミールが，日本の
農林水産省によって日本向け食肉輸出施設とし
て登録された。ラチミールはロシア極東地域を
本拠地として，ハム，ソーセージを生産，同地
域に供給している。

モスクワではロシア産牛肉がちょっとした
ブームだ。看板商品としてロシア産牛肉を使用
したビーフステーキや高級ハンバーガーを提供
するレストランが増えている。筆者はモスク

ワのレストランでミラトルグ製ビー
フを使ったステーキを食べた。ミ

ディアムに焼けた肉が香ばし
く，肉質の柔らかさは申し分
なかった。ハンバーガーも牛
肉の旨味が十分に味わえる逸
品であった。
日本航空は 2016 年６月から，

モスクワ発成田空港着便のビジネ
スクラスの機内食に，ミラトルグの牛

肉を採用した。2016 年度の増便に当たり，ロ
シアで調理した料理をモスクワ発便の機内食に
取り入れることを丁度検討していたことが背景
にある。それまでは往復便ともに日本で調理し
ていた。そんな折，モスクワのステーキハウス
でロシア産牛肉を提供する店が増えていたこと
に着目，採用に至ったという。

モスクワを訪れる際にはロシア産ビーフス
テーキを試してはいかがだろうか。ロシア産の
食肉製品が日本のレストランやスーパーで提供
される日もそう遠くないかもしれない。
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